
1 戦後政治の歩み（ p.38～ p.39 ）
1.自由党 2.サンフランシスコ平和条約 3.日米安全保障条約 4.日本社会党 5.55 年体制 6.安

保闘争 7.所得倍増 8.高度経済成長 9.公明党 10.一党優位 11.住民運動 12.革新自治体 13.

ロッキード事件 14.1 15.新自由主義 16.族議員 17.連立政権 18.小選挙区比例代表並立制

19.政党助成法 20.無党派層 21.構造改革 22.マニフェスト 23.米ソ 24.社会主義 25.民営化

26.小さな政府 27.憲法改正

1 経済活動の意義（ p.56 ）
1.生産 2.生産要素 3.消費 4.財・サービス 5.市場 6.希少性 7.生産 8.購入 9.最大の効用 10.トレ

ードオフ 11.機会費用 12.利益のうち最大 13.比較考量

2 経済社会の形成と変容（ p.57～ p.59 ）
1.市場経済 2.資本主義経済 3.生産手段の私有化 4.利潤追求の自由 5.労働力の商品化 6.計画

経済 7.社会主義経済 8.産業革命 9.生産力 10.資本家・労働者 11.経済活動の自由 12.アダム=ス

ミス 13.神の「見えざる手」 14.産業資本主義 15.レッセ − フェール 16.小さな政府 17.恐慌 18.格差

19.技術革新 20.シュンペーター 21.資本の集積 22.資本の集中 23.独占資本主義 24.世界大恐

慌 25.ニューディール政策 26.ケインズ 27.政府 28.有効需要 29.購買力 30.ピグー 31.累進所得

税 32.環境税 33.修正資本主義 34.大きな政府 35.混合経済体制 36.高度経済成長 37.石油危機

38.スタグフレーション 39.フリードマン 40.マネタリズム 41.サッチャー 42.民営化 43.新自由主義

44.貧富の格差 45.貧困対策 46.マルクス 47.社会主義 48.私的所有制 49.生産手段 50.計画経済

51.ロシア革命 52.ベトナム 53.生産性 54.ペレストロイカ 55.共産党 56.ソ連 57.社会主義市場経

済 58.経営自主権 59.経済特区 60.改革・開放政策

経済主体（ p.62 ）
1.経済主体 2.生産要素 3.賃金 4.消費 5.貯蓄 6.労働力 7.利潤 8.租税 9.公共財

現代の企業（ p.66～ p.67 ）
1.企業 2.公企業 3.私企業 4.会社法 5.合同会社 6.有限責任 7.株主総会 8.無限責任 9.新設 10.

株式会社 11.株式 12.株主 13.議決権 14.配当 15.有限責任 16.所有と経営の分離 17.利潤 18.

減価償却費 19.内部留保 20.研究開発 21.M&A 22.外部資金 23.借金 24.公債 25.自己資本

26.他人資本 27.株主 28.キャピタルゲイン 29.ディスクロージャー 30.コーポレート・ガバナンス 31.ス

テークホルダー 32.企業の社会的責任 33.コンプライアンス 34.フィランソロピー 35.メセナ 36.アカウ

ンタビリティ 37.情報の開示


